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No 1131号
働くルールの確立で

人間性の回復を

事
業
再
編
を
迎
え
る
前
日
（3
／
31
）

、

争
議
解
決
を
求
め
る
「昼
休
み
行
動
」

明
治
Ｈ
Ｄ
及
び
明
治
グ
ル
ー
プ
が
社
運
か
け
て

行
う
「
事
業
再
編
（
４
月
１
日
）
」
を
前
日
に
控

え
た
３
月
31
日
の
昼
休
み
の
時
間
帯
。
明
治
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
明
治
製
菓
本
社
前
で
、
26
年
間

に
も
及
ぶ
「
労
働
争
議
解
決
」
の
決
断
を
迫
る
要

請
行
動
が
行
わ
れ
、
争
議
を
支
援
す
る
労
働
組
合

な
ど
38
団
体
64
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
永
瀬
事

務
局
長
が
、
社
名
変
更
を
契
機

に
長
期
労
働
争
議
の
解
決
と
、

事
業
再
編
を

理
由
と
し
た

雇
用
破
壊
、

労
働
条
件
の

切
り
下
げ
な

ど
不
利
益
変

更
は
許
さ
れ

な
い
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶

に
は
、
全
労

連
小
田
川
事

務
局
長
、
農

民
連
白
石
会

長
、
東
京
地

評
松
本
事
務

局
長
、
埼
労

連
諸
井
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
「
食
の
安
全
、
争
議

の
解
決
、
企
業
の
社
会
的
責
任
」

を
訴
え
、
争
議
団
の
小
関
団
長

が
、
い
ま
、
闘
わ
れ
て
い
る
全

国
都
労
委
事

件
で
、
会
社

か
ら
提
出
さ

れ

て

い

る

「

報

告

書

」

な
る
書
証
の

中
に
、
休
日

の
日
に
「
作

業
ミ
ス
」
を

犯
し
た
な
ど

偽
造
し
た
も

の
ま
で
含
ま

れ
て
い
る
異

常
さ
を
告
発
。

今
年
こ
そ
解

決
の
道
筋
を

つ
け
る
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

明
治
製
菓
と
明
治
乳
業
の

「
事
業
再
編
」
の
前
に
、
私
た
ち

は
「
争
議
の
解
決
を
」
と
要
請

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、

明
治
乳
業
は
、
こ
れ
ま
で
争
わ

れ
て
き
た
労
働
委
員
会
や
司
法

で
の
結
論
だ
け
に
し
が
み
つ
き
、

争
議
解
決
を
拒
否
し
続
け
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
ハ
ッ
キ
リ
と
不
当

労
働
行
為
を
追
認
し
た
東
京
高

裁
で
の
事
実
認
定
を
自
覚
し
な

い
限
り
、
事
業
再
編
の
「
明
日
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
明
治
乳
業
が
行
っ
て

き
た
「
食
の
不
祥
事
」
に
対
す

る
抜
本
的
な
改
善
や
、
労
働
条

件
の
改
善
を
求
め
て
き
た
労
働

明治HD社・ガードマンを楯に、要請団の入場を阻止

者
に
長
年
に
わ
た
っ
て
「
イ
ジ

メ
や
賃
金
差
別
」
を
行
っ
て
き

た
こ
と
。
そ
の
異
常
な
労
務
体

質
に
多
く
の
国
民
・
消
費
者
の

皆
さ
ん
か
ら
、
厳
し
い
批
判
の

声
が
あ
る
か
ら
で
す
。

事
業
再
編
の
相
乗
効
果
は
、

争
議
の
解
決
あ
っ
て
こ
そ
実
る
も
の
！

3・31「争議解決を求める」
明治HD・明治製菓本社社への要請行動

(4)

宮
城
県
小
牛
田
出
身
、
米
ど
こ
ろ
の
銘
柄
「
サ
サ
ニ

シ
キ
」
を
自
慢
の
一
つ
に
挙
げ
る
。

明
治
乳
業
市
川
工
場
へ
昭
和
38
年
入
社
。
当
時
の
冷
蔵
庫
職
場
は
、

腰
痛
を
罹
災
す
る
者
が
多
く
、
職
場
代
議
員
と
な
っ
て
、
職
場
改
善
・

労
災
認
定
な
ど
を
掲
げ
て
組
合
活
動
を
始
め
る
。

愛
称
は
「
洋
ち
ゃ
ん
」
で
す
が
、
通
称
は
、「
赤
提
灯
」
は
「
ホ
ル

モ
ン
・
ピ
ン
ピ
ン
焼
き
」
の
店
主
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ぴ
ん
ち
ゃ

ん
」
そ
う
呼
ぶ
と
、「
オ
ッ
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
る
。

豊
富
な
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
「
芸
能
記
者
」
を
彷
彿
さ
せ
る
ほ
ど
、

話
題
が
多
方
面
に
わ
た
る
、「
雑
学
王
」
の
「
ぴ
ん
ち
ゃ
ん
」
で
も
あ

り
ま
す
。

地
域
に
あ
っ
て
も
、
長
年
自
治
会
長
を
務
め
、
住
民
要
求
実
現
の

先
頭
に
立
ち
、
市
民
か
ら
の
信
頼
は
と
て
も
厚
い
。
あ
の
厳
し
い
明

治
乳
業
で
鍛
え
ら
れ
た
経
験
を
思
え
ば
、
な
ん
で
も
で
き
る
と
笑
う
。

仕
事
、
活
動
の
合
間
に
、
毎
年
愛
妻

を
伴
っ
て
旅
行
に
出
か
け
る
の
が
心
の

安
ら
ぎ
と
か
。
そ
し
て
、
旅
の
先
々
で

必
ず
俳
句
を
一
句
詠
む
の
が
趣
味
と
い

う
。
そ
の
う
ち
、「
俳
句
集
」
が
出
版
さ

れ
る
か
も
…
乞
う
ご
期
待
。

団員の

横 顔

佐々木洋治

戸田地区労議長

横田文夫さん

私が戸田の明乳争

議団に関わるように

なったのは市川事件

からなので長い付き

合いとなる。

関わりの一つは争

議団が戸田地区労の

友好団体に位置づき幹事会に参加し、

地区労運動を支えていることである。

同時に地区労として明乳争議を活動

の大きな柱の一つに位置づけ争議支

援に取り組んできている。

関わりの二つ目は「明乳争議を支

援する戸田の会」の事務局会議に参

加し争議団の方々と共に知恵を出し

合って運動を進めていることである。

これからも争議団と戸田地区労と

支援する会がさらに連帯を深め、運

動を広げて勝利を勝ち取るまで闘い

抜く決意である。最後まで共に、頑

張ろう。

明乳争議と私

諸課題を掲げ日々ご活躍の皆様に心から敬意を表します。

さて、未曾有の大災害となった東日本大地震・津波は原発の

大事故へとつながり、すべて

の国民が今、毎日のニュース

に釘付けとなっています。

また、原発産業は政官財や

学者まで含めた巨大な「利

益共同体だ」という指摘も

あり、大惨事を目の前にし

ている今でも、「原発推進」

を叫ぶ財界や政府に対して、

大きな怒りを禁じえません。

今回の原発事故は、「利益

最優先」と、再三に渡る安

全対策改善の要請を無視し

続けてきた、政府・東京電

力が起こした「人災」です。

私たち争議団は、3月11日

以降いくつかの活動(行動)

を自粛してきましたが、「儲かれば何でもあり」と、死亡災害

や製品事故の不祥事を繰り返す「株式会社・明治(旧明治乳業)」

と、東京電力の企業体質は同じものであり、「争議を全力でた

たかうこと」が震災や原発事故で被害にあわれた方々を支援す

ることに繋がると考えています。

改めて、「団体署名」のご協力をお願いいたします。

都労委審問日程

◎調査期日
４月２６日（火）

１０時３０分～

◎会社側証人
個別主尋問

５月２６日（木）
１５時～

◎反対尋問
８月４日（木）

１５時～

傍聴支援

宜しくお願いします。

市
川
工
場
事
件
申
立
人

俳
人
…

佐
々
木
洋
治
氏

頑張るぞう！
この子達の
未来のためにも！

横田文夫さん



そ
も
そ
も
、
「
格
差
」
は

比
較
す
る
こ
と
が
当
然
の
前

提
で
あ
り
、
他
の
労
働
者
集

団
と
の
比
較
内
容
を
主
張
・

立
証
し
て
こ
そ
、
格
差
の

「
合
理
的
理
由
」
立
証
の
体

裁
を
な
す
の
で
す
。
し
か
し
、

会
社
は
一
切
の
比
較
資
料
も

示
さ
ず
、
申
立
人
ら
の
作
業

ミ
ス
の
「
報
告
書
」
だ
け
を

提
出
し
、
無
能
力
・
怠
け
者

と
述
べ
て
い
る
の
で
す
。
し

か
も
、
ミ
ス
事
例
に
は
、
作

業
シ
ス
テ
ム
や
食
品
企
業
の

安
全
・
安
心
に
関
わ
る
問
題

ま
で
も
、
申
立
人
ら
の
責
任

に
転
嫁
す
る
事
例
や
、
「
休

日
で
出
勤
し
て
い
な
い
日
の

ミ
ス
事
例
」
な
ど
、
悪
質
な

デ
ッ
チ
挙
げ
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
申
立
人
ら

代
理
人
に
「
ア
ラ
捜
し
立
証
」

の
矛
盾
を
追
及
さ
れ
る
と
、

「
相
対
比
較
は
し
て
い
ま
せ

ん
」
と
語
気
を
強
め
る
あ
り

さ
ま
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
会
社
が
資
料

開
示
を
拒
否
し
た
場
合
、
そ

の
リ
ス
ク
は
会
社
が
負
う
べ

き
こ
と
を
、
命
令
例
や
判
例

を
添
え
た
書
面
で
提
出
し
て

い
ま
す
。

例
え

ば
、
松

陰
学
園

第
１
次

賃
金
差

別
事
件

で

も

、

都
労
委

が
求
め

た
賃
金

実
態
の

提
出
を

学
園
が

拒
否
し

た
こ
と

を
理
由
に
、
「
申
立
人
ら
の

主
張
立
証
に
基
づ
く
是
正
内

容
」
で
救
済
し
て
い
る
の
で

す
。ま

た
、
相
対
比
較
抜
き

「
個
別
ア
ラ
捜
し
立
証
」
の

法
的
無
意
味
性
に
つ
い
て
も
、

最
高
裁
で
確
定
し
た
オ
リ
エ

ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
事
件
な
ど
、

一
方
的
な
ア
ラ
捜
し
立
証
は

「
格
差
の
合

理
的
理
由
」

に
な
ら
な

い
と
否
定

し
、
会
社

側
の
立
証

を
斥
け
た

都
労
委
命

令
の
12

事

例
を
引
用

し
た
書
面

も
提
出
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち

は
、
迅
速
・

正
確
な
審

査
指
揮
を
追
及
し
な
が
ら
、

結
審
の
局
面
を
早
期
に
作
り

出
し
、
全
面
解
決
へ
の
突
破

口
と
な
る
救
済
命
令
を
目
指

し
て
奮
闘
し
ま
す
。

（２）

「
相
対
比
較
は
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
開
き
直
る
会
社
証
人

私
た
ち
は
都
労
委
審
査

課
に
対
し
、
迅
速
・
正
確

な
審
査
指
揮
を
求
め
る
要

請
行
動
を
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
団
体
署
名
の
提

出
と
併
せ
毎
月
実
施
し
て

い
ま
す
。
主
な
要
請
内
容

は
、
①
正
確
・
迅
速
な
審

査
に
必
要
な
資
料
開
示

（
人
事
考
課
成
績
の
分
布
実

態
な
ど
）
を
会
社
に
求
め

る
こ
と
。
②
相
対
比
較
抜

き
「
個
別
ア
ラ
捜
し
立
証
」

は
規
制
す
る
こ
と
。
③
審

理
促
進
に
向
け
会
社
証
人

残
り
２
名
の
主
尋
問
を
連

続
し
て
行
う
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
、
３
月
25
日
の

調
査
期
日
で
、
「
資
料
開
示

に
つ
い
て
４
月
20
日
ま
で

に
文
書
回
答
を
」
と
、
公

益
委
員
が
公
式
に
会
社
に

求
め
た
の
で
す
。
ま
た
、

結
論
は
次
回
調
査
に
持
ち

越
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
社

証
人
２
名
の
主
尋
問
を
連

続
で
行
う
審
査
方
法
も
提

起
し
て
い
ま
す
。

資
料
開
示
へ
の
不
同
意
や

相
対
比
較
抜
き
「
個
別
立

証
」
の
リ
ス
ク
は
会
社
が

負
う
べ
き
で
す

いいかげん

にしろ！ ９
事
業
所
32
名
の
全
国
事
件
は
、
都
労
委
審
査

の
終
盤
に
向
け
重
要
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
審
査
状
況
は
、
申
立
人
ら
が
立
証
し
た

深
刻
な
職
分
・
賃
金
格
差
と
不
当
労
働
行
為
の

事
実
に
対
し
、
格
差
の
「
合
理
的
理
由
」
と
し

て
、
申
立
人
ら
を
無
能
力
者
・
怠
け
者
だ
と
す

る
作
業
ミ
ス
事
例
な
ど
、
会
社
の
「
個
別
ア
ラ

捜
し
」
立
証
が
続
い
て
い
ま
す
。

都
労
委
「
全
国
事
件
」
は

審
査
の
終
盤
に
向
か
う
重
要
局
面

審
査
課
と
公
益
委
員
に
迅

速
・
正
確
な
審
査
指
揮
を

求
め
る
要
請

資料開示が出来ないのなら、判例を尊

重し、争議解決の決断をすべきです。

会社は誠意を持っ

て証拠資料を開

示しろ！

（３）

東日本大震災

心をともに
悲しみから希望へ

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日

本
大
地
震
」
と
大
津
波
に
よ
っ
て
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
２
万
７
千

を
超
え
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
量
の
放
射
能
が
漏
れ

出
す
大
事
故
を
引
き
起

こ
し
た
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
は
、
日
々
発

生
す
る
事
象
の
対
応
に

追
わ
れ
、
未
だ
収
束
の

方
向
を
見
い
出
す
こ
と

も
出
来
ず
、
「
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
」
な
ど
最
悪
の

場
合
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
国
々
を

巻
き
込
ん
だ
世
界
規
模

の
更
な
る
大
惨
事
へ
と

発
展
す
る
可
能
性
に
、

世
界
が
固
唾
を
呑
ん
で

注
目
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
を
は
じ

め
と
し
た
諸
団
体
な
ど

が
「
チ
リ
地
震
ク
ラ
ス
の
津
波
が

来
れ
ば
、
冷
却
装
置
が
破
壊
さ
れ

重
大
事
故
に
な
る
」
と
安
全
対
策

の
見
直
し
を
繰
り
返
し
指
摘
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
声
を
無
視

し
続
け
た
政
府
・
東
京
電
力
の
責

任
は
重
大
で
、
被
災
者
を
中
心
と

し
た
国
民
の
憤
り
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、

東
京
電
力
の
「
想
定
外
の
地
震
・

津
波
」
を
連
呼
し
た
責
任
回
避
の

発
言
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
争
議
団
で
帰
郷

し
て
争
議
を
闘
っ
て
い
る

荒
木
貞
夫
団
員
は
、
福
島

県
南
相
馬
に
在
住
し
て
お

り
、
原
発
被
害
者
の
一
人

で
、
い
ま
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
外
に
も
被
害
地
域
が

故
郷
と
な
っ
て
い
る
団
員

も
複
数
あ
り
、
親
、
兄
弟

の
健
康
や
生
活
が
心
配
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

争
議
団
で
は
、
３
月
末

に
行
わ
れ
た
「
総
会
」
に

お
い
て
、
義
援
金
を
全
労

連
を
通
じ
て
被
災
地
に
送

り
ま
し
た
。

復
興
へ
の
道
の
り
は
険
し
く
厳

し
い
も
の
で
す
が
、
被
災
者
の
方
々

と
思
い
を
共
に
し
、
悲
し
み
を
乗

り
越
え
て
希
望
の
明
日
へ
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

原
発
事
故
は
「
人
災
」

犠牲となられた方に哀悼を、
被災された皆さんに

心からお見舞いを申し上げます

明
治
乳
業
本
社
内
に
勤
務

す
る
山
口
信
人
さ
ん
は
、
本

社
地
元
の
労
働
組
合
「
地
域

労
組
こ
う
と
う
」
に
加
盟
し

同
明
治
乳
業
分
会
分
会
長
の

任
に
あ
り
、
同
時
に
食
品
一

般
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
で
も

あ
り
ま
す
。

地
域
労
組
こ
う
と
う
は
、

昨
年
10
月
よ
り
山
口
さ
ん
の

労
働
条
件
改
善
な
ど
４
項
目

の
要
求
で
、
明
治
乳
業
と
団

体
交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
第
２
回
団
交
の
席
で
労

組
こ
う
と
う
は
、
団
交
メ
ン

バ
ー
に
全
労
連
代
表
と
食
品

一
般
ユ
ニ
オ
ン
代
表
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
を
通
告
し
ま
し

た
。

明
治
乳
業
は
、
こ
の
通
告

に
「
ル
ー
ル
違
反
で
あ
り
約

束
が
違
う
」
、
ま
た
、
食
品

一
般
ユ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
は

「
当
事
者
と
し
て
認
識
で
き

な
い
」
な
ど
と
し
て
団
交
拒

否
を
し
て
き
ま
し
た
。

団
交
拒
否
の
暴
挙
に
、
労

組
こ
う
と
う
は
東
京
都
労
働

委
員
会
に
「
団
体
交
渉
あ
っ

せ
ん
申
請
」
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
明
治
乳
業
は
こ
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
入
れ
ず
に
、
独

自
に
団
交
を
開
く
こ
と
を
応

諾
し
ま
す
。

明
治
乳
業

３
月
29
日
、
団
交
ル
ー
ル

を
め
ぐ
っ
て
団
交
が
再
開

（
第
３
回
）
さ
れ
、
明
治
乳

業
は
全
労
連
代
表
の
参
加
は

認
め
ま
し
た
が
、
食
品
一
般

ユ
ニ
オ
ン
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
「
労
組
こ
う
と
う
と
は

関
係
の
な
い
組
織
で
あ
る
」

と
し
て
、
団
交
へ
の
参
加
を

再
度
拒
否
し
て
き
ま
し
た
。

要
求
項
目
の
多
く
は
、
山

口
さ
ん
の
要
求
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
食
品
一
般
ユ
ニ

オ
ン
に
も
関
係
す
る
も
の
で

す
。
同
ユ
ニ
オ
ン
は
、
全
労

連
代
表
の
参
加
を
実
現
さ
せ

た
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
も
、

当
ユ
ニ
オ
ン
拒
否
は
「
不
当

で
あ
り
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

運
動
を
強
め
て
い
く
と
い
い

ま
す
。

食
品
一
般
ユ
ニ
オ
ン
参
加
を
再
度
拒
否

全
労
連
代
表
参
加
は
認
め
る

食品一般ユニオンとの
団体交渉に応じろ！

株式会社明治は、誠意

を持って団交に応じろ ！
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